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　10月 17・18日、建水分神社および中津神社の秋祭りが行われました。建水分神社では、17日の本宮で御旅所「比
叡の前」に御神輿を先頭に 19台のだんじりが宮入りしました。
　また、中津神社では、だんじりが宮入りした後、境内にて子どもたちの健康を祈願してホテイ相撲が行われ、江戸時
代から伝わる獅子舞が奉納されました。
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平
成
26
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

51
億
５
９
８
２
万
円
、
歳
出
が
49
億
１
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
31
億
１
１
１
２
万
円
、
歳
出

29
億
６
９
４
７
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
歳
入
で
１
億
７
６
９
０
万
円
（
６
・

０
％
）、
歳
出
で
１
億
３
６
０
４
万
円
（
４
・

８
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
差
引
額
は
１
億
４
１
６
５
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
も
８
８
３
５
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
納
税
義
務
者
数
や
課
税
標
準

額
の
減
に
よ
り
村
民
税
の
減
が
大
き
く
、
村

税
で
１
２
２
６
万
円
の
減
収
と
な
る
一
方
、

昨
年
４
月
に
過
疎
地
域
の
公
示
を
受
け
過
疎

対
策
事
業
債
の
発
行
が
可
能
と

な
り
新
た
に
村
債
を
発
行
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
全
体

で
も
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
村
税
な
ど

の
自
主
財
源
は
全
対
の
24
・
２
％

し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
や
国
・

府
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
決
し
て
安
定
し
た

財
政
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

歳
出
で
は
、
退
職
手
当
の
減

に
よ
り
人
件
費
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
扶
助
費
や
繰
出
金
、
積

立
金
な
ど
の
経
費
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
歳
出
全
体
で
も
、
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
見
て
み
る
と
、
民
生
費
で
介
護

訓
練
等
給
付
費
や
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ

び
介
護
保
険
繰
出
金
な
ど
で
６
８
２
７
万

円
（
10
・
７
％
）
の
増
や
土
木
費
の
小
吹
台

地
区
内
村
道
舗
装
工
事
費
お
よ
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り

１
３
５
３
万
円
（
７
・
１
％
）
の
増
や
、
消

防
費
で
大
阪
府
防
災
デ
ジ
タ
ル
行
政
無
線
の

整
備
や
消
防
団
積
載
車
の
購
入
な
ど
に
よ

り
（
29
・
１
％
）
増
と
な
り
歳
出
全
体
で
も

１
億
３
６
０
４
万
円
（
４
・
８
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
主
な
事
業

●
防
災
対
策
事
業

大
阪
府
と
共
同
で
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
・

移
動
系
）
を
整
備　
　

    

５
９
６
０
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
費
用
の
一
部

助
成　
　
　
　

   　
　
　
　

１
２
３
３
万
円

●
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

中
学
生
を
対
象
に
海
外（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
費
用
の
助
成　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

１
０
１
７
万
円

●
村
道
整
備
事
業　

     　

 

２
４
５
１
万
円

村税
53,325
17.1%

災害復旧費
1,213
0.4%

 ( 単位：万円、％)

31億1,112万円

29億6,947万円

その他
21,810
7.1%

地方交付税
132,145
 42.5%

国・府支出金
46,616 
15.0%

村債
44,262
14.2%

その他
12,954
4.1%

議会費 
7,041 
2.4% 

総務費
65,368
22.0%

民生費
70,634
23.8%

衛生費 24,257 8.2%
農林水産業費 5,295 1.8%商工費 3,023 1.0%

土木費 20,289 6.8%
消防費 18,472 6.2% 

教育費 39,726 13.4%

公債費
41,629 
14.0%

一般会計決算状況

財
産
の
状
況

　

基
金
（
貯
金
）
は
、取
り
崩
し
を
し
な
か
っ

会計別              区　分 歳  入 歳  出 差引額 実質収支

一般会計 31 億 1,112 万円 29 億 6,947 万円 1 億 4,165 万円 8,835 万円

特別会計

国民健康
保      険

事業勘定 9 億 9,543 万円 9 億 917 万円 8,626 万円 8,626 万円
施設勘定 1,178 万円 1,162 万円 16 万円 16 万円

介 護 保 険 6 億 4,017 万円 6 億 3,050 万円 967 万円 967 万円
後 期 高 齢 者 医 療 8,857 万円 8,838 万円 19 万円 19 万円
下 水 道 事 業 2 億 2,023 万円 2 億 2,023 万円 0 万円 0 万円
金 剛 山 観 光 事 業 9,252 万円 7,244 万円 2,008 万円 1,873 万円
合　　　計 51 億 5,982 万円 49 億 181 万円 2 億 5,801 万円 2 億 336 万円

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況
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た
こ
と
と
剰
余
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
２
０
４
４
万
円

増
の
15
億
２
５
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
３
億
３
５
６ 

２
万
円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金

を
２
億
６
６
４
１
万
円
償
還
し
た
の
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
６
９
２
１
万
円
増
の

30
億
９
２
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
指
標

被保険者数　　　　 　2,267 人
居宅サービス給付費
　　　　　　　 2 億 5,033 万円
施設サービス給付費　
　　　　　　　 2 億 4,732 万円
地域密着型サービス給付費　
　　　　　　　　　 2,783 万円
居宅サービス計画給付費
　　　　　　　　　 2,412 万円
住宅改修費　　　　　357 万円
福祉用具購入費  　　  95 万円
特定入所者サービス費
　　　　　　 　　　2,745 万円
高額サービス費 　   1,368 万円
高額医療合算介護サービス費
　　　　　　 　　  　186 万円
給付費合計　 　5 億 9,711 万円
介護予防事業費 　　　 78 万円
包括的支援・任意事業費
　　　　　　　　　　653 万円
地域支援事業費合計　731 万円

　桐山地区の一部を整備し、ま
た、小吹台のマンホール蓋の取
替などを行いました。
下水道普及率　   　　   74.9％
村債（借入金）残高
　　　　　　　12 億 3,259 万円

　金剛山ロープウェイ整備工事 
（曳索平衡索切詰および鋼製支
柱塗装工事など）を行いました。
・金剛山ロープウェイ
　運転回数　　 　　　7,515 回
　輸送人数　  　 11 万 9,083 人
・香楠荘
　定員　      　　　        53 人
　宿泊者数　　　       6,359 人
　村債（借入金）残高
　　　　　 　　1 億 8,168 万円

加入世帯数　　 　　1,114 世帯
被保険者数　 　　　　1,985 人
医療保険料 　　1 億 4,063 万円
 （1 人当たり保険料 70,846 円）
医療費　　　 　7 億 7,146 万円
 （1 人当たり医療費 388,645 円）

診療所受診者数　　　 6,067 人
村債（借入金）残高
　　　　　　　　　 6,082 万円

被保険者数　　　　　　970 人
保険料　　　　 　　6,712 万円
 （１人当たり保険料 69,196 円） 

1. 収益的収支（消費税抜き）
　収益は、1 億 5,099 万円（対前年度比 5.0%

減）でした。主なものは水道料金などで 1

億 1,374 万円となっています。

　費用は、1 億 5,864 万円（対前年度比 3.2%

減）でした。主な内訳は、配水及び給水費

で 438 万円（対前年度比 20.3% 減） 、特別

損失で 1,057 万円（対前年度比 53.3% 増）

です。 　

　この結果、本年度は 765 万円の純損失が

生じ、未処分欠損金として翌年度に繰り越

しました。

　主な事業は老朽管の更新工事や浄水場更

新実施設計などです。

　収支差引での不足額 3,173 万円は、損益

勘定留保資金などで補てんしました。

2. 資本的収支（消費税込）

3. 企業債年度末残高

4. 業務状況

5. 水源依存率（上水道）         

＝水道事業会計決算状況＝ ＝ 特別会計の決算状況 ＝
介護保険 国民健康保険

下水道事業

後期高齢者医療

金剛山観光事業

富田林市水 784 ㎥（構成比  0.1%)

大阪府広域水道企業団水
209,860 ㎥ ( 構成比 28.5%)

自己水 524,632 ㎥
 ( 構成比 71.4%)

水源依存率

■健全化判断比率	 	
千早赤阪村 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － １５％ ２０％
連 結 実 質 赤 字 比 率 － ２０％ ３０％
実 質 公 債 費 比 率 １３．１％ ２５％ ３５％
将 来 負 担 比 率 １７．７％ ３５０％
■資金不足比率	 	

千早赤阪村 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 －

２０％下 水 道 事 業 特 別 会 計 －
金 剛 山 観 光 事 業 特 別 会 計 －

※比率が算定されないところは、「－（該当なし）」で表示しています。

水 道 事 業 収 益 1 億 5,099 万円
水 道 事 業 費 用 1 億 5,864 万円
平 成 26 年 度 純 損 失 765 万円

平成 27 年 3 月末現在 4 億 5,315 万円

給 水 人 口 5,687 人
給 水 戸 数 2,405 戸
年 間 総 配 水 量 735,276㎥
年 間 総 有 収 水 量 593,932㎥
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　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

（１）採用・退職の状況

（４）職員の初任給の状況       （平成 27 年 4 月 1 日現在）

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成 27 年 4 月 1 日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況
                                           （平成 27 年 4 月 1 日現在）

（７）職員手当の状況

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 27 年 4 月 1 日現在）

（２）部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

平成 26 年度
採用 ３人
退職 ３人

部門 区  分 職人数（人） 対前年 主な増減理由平成 26 年 平成 27 年 増減数
議　会 2 2 0
総　務 18 19 1 欠員補充
税　務 5 5 0
民　生 7 9 2 欠員補充
衛　生 6 6 0
農林水産 3 4 1 事務の配置換え
商　工 3 4 1 欠員補充、事務の配置換え
土　木 6 5 △ 1 事務の配置換え
小　計 50 54 4
教　育 12 12 0
小　計 12 12 0

 水　道 4 4 0
下水道 4 4 0
その他 7 7 0
小　計 15 15 0

総合計 77 81 4

住民基本台帳人口 
（平成２７年３月３１日）

歳出額 A 
（千円）

実質収支
（千円）

人件費 B 
（千円）

人件費率 
（B/A)

平成 25 年度
の人件費率

5,715 人 2,862,474 88,347 597,829 20.9% 23.2%

職員数 
A 

（人）

給　与　費 １人当たり 
給与費 

（B/A) 
（千円）

給　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・ 
勤勉手当
（千円）

計　　B
（千円）

72 282,545 57,520 106,975 447,040 6,209

公
営
企
業

会
計
等

特
別

行
政

一　

般　

行　

政

※職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、
　地方公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、
　任期付・再任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いていま
　す。
※区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期
　高齢者医療事業です。
２．職員の給与の状況

１．職員の任免および職員数の状況

（１）人件費の状況（平成 26 年度普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（平成 27 年度一般会計予算）

※人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを
　含みます。

※職員数は、４月１日現在の一般会計に属する職員（教育
　長を含まない）の数です。 
※職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。 
※給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短
　時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職
　員を含んでいません。 
※給与費は当初予算に計上された額です。

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 311,300 円 42.0 歳

技能労務職 341,000 円 50.3 歳

区分
千早赤阪村 国

初任給 採用２年経過 
後の給料月額 初任給 採用２年経過 

後の給料月額
一般 

行政職
大学卒 174,200 円 186,100 円 174,200 円 186,100 円
高校卒 142,100 円 150,500 円 142,100 円 150,500 円

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般 
行政職

大学卒 － － －
短大卒 － － 347,250 円
高校卒 － － －

区分 千早赤阪村 国の制度
との異同

期末手当 
勤勉手当

　　　　　（平成 26 年度支給割合） 
　　　　　期末手当　　　　　　勤勉手当
    6 月期　1.225 月　　　　　　0.75 月 
　12 月期　1.375 月　　　　　　0.75 月
　計　　     2.60 月　　　　　　1.50 月 
職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

同じ

退職手当

区分 自己都合 勧奨・定年

同じ
勤続 20 年 
勤続 25 年 
勤続 35 年 
最高限度額

20.445 月分　 
29.145 月分　 
41.325 月分　 
49.59 月分　

25.55625 月分 
 34.5825 月分 
    49.59 月分 
    49.59 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 

（2％～ 20％加算） 同じ

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な 

職務内容
主事 
技師

主事 
技師

主査 
主任

係長 
主査

課長 • 参事 
課長代理 課長 理事

職員数 15 人 ８人 2 人 16 人 18 人 1 人 2 人 62 人
構成比 24.2% 12.9% 3.3% 25.8% 29.1% 1.6% 3.2% 100%

①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）

※村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分によ
　る職員数です。
※再任用（フルタイム）は別途給料表が適用されます。

※一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、　
　技能労務職、教育職を除いた職種です。
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３．職員の勤務条件や服務の状況
支 給 対 象 地 域 全地域
支 給 率 4%
支 給 対 象 職 員 数 63 人
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 4%
支給対象職員平均支給月額（平成 27 年３月支給平均） 13,000 円

 区分 内　　　容 千　早　赤　阪　村 国の制度との異同
扶

養

手

当

配偶者 13,000 円

同じ

その他の扶養親族
6,500 円

（配偶者がいない１人目    11,000 円）
（配偶者が扶養対象外の１人目 6,500 円）

16 歳から 22 歳までの子 （上記の額に加算）　5,000 円

27,000 円を限度として支給

通
勤
手
当

交通機関利用者 運賃が 55,000 円以下については運賃相当額
（６か月定期券相当分支給）

自動車など交通用具 
利用者 距離に応じて 2,000 円～ 24,400 円 一部異なる

（９）特別職の報酬などの状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

②地域手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）

（２）休暇制度など

４．育児休業の状況（平成 26 年度）

５．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 26 年度）

６．職員研修の状況（平成 26 年度）

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）

④特殊勤務手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）

（８）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）

⑤時間外勤務手当（平成 27 年４月１日現在）

※支給月額は一般行政職

※職員数、支給月額は一般行政職

手　当　の　種　類 内　容
伝 染 病 防 疫 作 業 従 事 手 当 1 日 1,000 円
犬・猫死体処理作業従事手当 1 件 1,000 円

区分 月額など

給料
村 長 650,000 円
副 村 長 630,000 円
教 育 長 520,000 円

報酬
議 長 340,000 円
副 議 長 320,000 円
議 員 295,000 円

期末手当

村 長 
副 村 長 
教 育 長

 6 月期　　　　  1.975 月 
12 月期　　　 　 2.125 月
合計　　　　　　 4.10 月

議 長 
副 議 長 
議 員

 6 月期　　　　  1.975 月 
12 月期　　　　  2.125 月
合計　　　　　    4.10 月

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

ラ ス パ イ レ ス 指 数 99.1 
（91.4）

105.3 
（97.2） 98.0

前 　 年 　 比 8.6 
（0.9)

6.2 
（5.8) △ 7.3

支 給 対 象 職 員 平 均 支 給 月 額 69,800 円

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 と
　した場合の地方公務員の給与水準を示す指数として用い
　られるものです。
※平成 24、25 年度の（ ）の数値については、国家公務員の
　時限的な（2 年間）給与改定特例法による措置が無いとし
　た場合の参考値です。

◆勤務時間　午前 9 時から午後 5 時 30 分まで 1 日当たり
　　　　　　7 時間 45 分勤務（休憩時間を除く。）週 38
　　　　　　時間 45 分勤務
◆週　休　日　土曜日、日曜日
◆休　　日　国民の祝日に関する法律に規定する休日お
　　　　　　よび年末年始（12 月 29 日から翌年の 1 月 3
　　　　　　日まで）
◆休憩時間　午後 0 時 00 分から 0 時 45 分までなお、勤
　　　　　　務時間などは勤務場所により異なります。

◆年次有給休暇　1 年につき 20 日間付与
                       平成 26 年職員の平均取得日数は 6.7 日
◆その他の休暇　病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休    
                       業などがあります。		

区分 取得者数
育 児 休 業 0 人
部 分 休 業 0 人
育 児 短 時 間 勤 務 0 人

処分の種類 処分者数
分 限 処 分 0 人

懲戒処分

免 職 0 人
停 職 0 人
減 給 0 人
戒 告 0 人

区分 受診者数
定 期 健 康 診 断 98 人
各 種 が ん 検 診 14 人

区分 主な実施事業 構成人数
株式会社リラックス・ 
コミュニケーションズ 　福利厚生事業 85 人

千早赤阪村職員親睦会 ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ・
給付事業 86 人

業務の種類 件数
職員の勤務条件に関する措置の要求の処理件数 ０件
職員に対する不利益な処分の不服申立ての処理件数 ０件

研 修 区 分 主な研修 参加人数

人事関係研修 法令（行政法・地方自治法）研修、メン
タルヘルスマネジメント実践研修など 12 人

人 権 研 修 人権関係研修、同和問題研修など 74 人

派 遣 研 修 中部都市職員研修協議会研修、おおさか市町村職
員研修研究センター（マッセ OSAKA）研修など 45 人

７．職員の福祉および利益の保護の状況

※臨時職員を含む

（１）健康診断（平成 26 年度）

（２）職員の福利厚生の状況（平成 27 年４月１日現在）

８．公平委員会での業務の状況（平成 26 年度）

（１）勤務時間など

住
居 

手
当

借家で家賃（12,000 円を超
える額）を支払っている者
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大
阪
府
知
事
選
挙

■
投
票
日
時　
11
月
22
日（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
で
き
る
人

　

平
成
７
年
11
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
27
年
８
月
４
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
千
早

赤
阪
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。
た
だ
し
、
最
近
住
所
を
移
さ
れ

た
人
は
、次
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

   

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
　

投
票
日
ま
で
に
最
寄
り
の
市
役
所
ま
た

　

は
町
村
役
場
の
住
民
票
担
当
窓
口
で
交
付

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

　

の
場
合
も
旧
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
票
場
所

開
票
日
時

　

11
月
22
日
（
日
）
午
後
９
時
～

開
票
場
所

　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す
る

と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
（
ア
）
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が

あ
る
人
。

　
（
イ
）
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私
用
で
、

投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
人
。

　
（
ウ
）
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
け
な
い
人
。

　
（
エ
）
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
大
阪
府

内
の
他
の
市
町
に
住
ん
で
い
る
人
。た
だ
し
、

千
早
赤
阪
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
27
年
８
月
５
日
以
後
に
新

住
所
地
に
転
入
届
を
し
た
人
。

　

こ
の
場
合
、
新
住
所
地
の
住
民
票
担
当
窓

口
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
」
が
必
要
で
す
。

※
病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
不
在
者
投

　

票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

　

施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
を

　

行
う
旨
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
、介
護
保
険
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区

分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

は
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
投
票
用
紙
の
請

求
期
限
は
11
月
18
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
申
請
し
て
交
付
を
受
け
た
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
人
（
選

挙
権
有
す
る
人
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す
る

記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

期
間　

11
月
６
日
（
金
）
～
21
日
（
土
）

場
所　

村
役
場
１
階

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
期
日
前
投
票
宣
誓
書
は
投
票
所
入
場
券
裏

　

面
で
す
。
ご
記
入
の
上
、来
場
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示
す
る
候

補
者
を
正
し
く
記
入
し
ま
す
。

点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
な
ど

　

点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
と
選
挙
公
報
朗
読

テ
ー
プ
を
希
望
す
る
人
は
大
阪
府
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
村
選
挙
管
理
委
員
会

・
大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

※
投
票
す
る
際
に
、
市
区
町
村
長
が
発
行
す  

転
入
届
を
し
た
人

転
出
届
を
す
る
人

平
成
27
年
度　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
概
要
に
つ
い
て

届出の別 届出の日 投票場所・投票の可否

大阪府外から転
入

平成 27 年８月４日以前 千早赤阪村で投票できる

平成 27 年８月５日以後 投票できません

大阪府内の他の
市町から転入

平成 27 年８月４日以前 千早赤阪村で投票できる

平成 27 年８月５日以後 前住所地で投票できる（※）

大阪府外へ転出 全期間 投票できません

大阪府内の他の
市町へ転出

平成 27 年８月４日以前
に新住所地に転入届

新住所地で投票できる

平成 27 年８月５日以後
に新住所地に転入届

千早赤阪村で投票できる
（※）

投
票
区

投
票
所

所
在
地

１

く
す
の
き
ホ
ー
ル

水
分
２
６
３
番
地

２

旧
千
早
小
学
校
体
育
館

東
阪
３
８
８
番
地

３

千
早
老
人
憩
い
の
家

千
早
２
４
０
番
地

４

千
早
小
吹
台
小
学
校

体
育
館

小
吹
68
番
地
の

７
８
０

   

る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す
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中
学
校
の
調
査
結
果
は
、
大
阪
府
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
回
る
大
変
良
い
成
績
！

小
学
校
の
調
査
結
果
も
改
善
傾
向
を
示
し
、
村
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
が
見
ら
れ
る

  

４
月
21
日
（
火
）
に
文
部
科
学
省
が
実
施
主

体
と
な
り
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
立
小
・
中
学
校
の
調
査
結
果
の
概
要
に

つ
き
ま
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
調
査
の
結
果
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

村
立
学
校
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
数
が
非
常
に
少
な
く
、
必
ず
し
も
傾
向
が
明

確
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
調
査
で
は
、
一
般
的
に

５
・
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
あ
る
場
合
に
は
、

何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
の
「
正
答
率
」
は
、
全
問
正
解
を

１
０
０
と
し
た
数
値
で
す
。

  
【
小
学
校
】

　

今
回
の
学
力
調
査
の
結
果
、
千
早
赤
阪
村
は

す
べ
て
に
お
い
て
、
昨
年
度
の
結
果
を
上
回
り

ま
し
た
。

　
「
国
語
」
で
は
、引
用
し
た
り
、ま
と
め
た
り
、

基
に
し
た
り
し
て
「
書
く
」
と
い
う
問
題
に
課

題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
算
数
」
に
つ
い
て
は
、
割
合
の
問
題
や
理

由
を
書
く
問
題
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
理
科
」
で
は
、
実
験
器
具
に
つ
い
て
の
問

題
や
、理
由
の
記
述
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
習
状
況
調
査
で
は
、
朝
食
を
食
べ
て
い
な

い
子
や
、
起
床
・
就
寝
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
な

い
子
が
昨
年
同
様
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

ま
た
、
自
己
肯
定
感
が
や
や
低
く
、
自
分
の

考
え
や
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
は
苦
手
な
よ
う

で
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
に
費
や
す

時
間
に
つ
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
村
の
子

ど
も
た
ち
の
課
題
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
休
日

な
ど
の
学
習
時
間
は
大
阪
府
や
全
国
の
平
均
よ

り
も
少
な
く
、
家
庭
学
習
で
は
、
学
校
の
宿
題

は
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
勉
強
を
あ
ま
り
し
て

い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

学
習
活
動
の
中
で
は
、
調
べ
学
習
や
説
明
し

た
り
発
表
し
た
り
す
る
活
動
、
学
習
の
振
り
返

り
活
動
な
ど
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
少
な
い
よ

う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
規
則
正
し
い
生
活
や

学
習
習
慣
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
起
床
・
就
寝

や
朝
ご
は
ん
な
ど
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
と
の
関
わ
り
も
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
調
べ
学
習
や
考
え
を
説
明
し
た
り
発

表
し
た
り
す
る
力
を
育
む
こ
と
な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
察
し
ま
す
。

　

今
後
、
家
庭
で
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
、
学

校
で
の
能
動
的
学
習
の
推
進
な
ど
の
授
業
改
善

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。　

【
中
学
校
】

　

今
回
の
学
力
調
査
の
結
果
、
中
学
校
は
全
て

に
お
い
て
大
阪
府
や
全
国
の
平
均
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。

　

国
語
・
数
学
・
理
科
い
ず
れ
の
調
査
で
も
、

無
回
答
率
が
低
く
、
基
礎
・
活
用
と
も
よ
く
で

き
て
い
ま
し
た
。

　
「
国
語
」
で
は
、「
話
す
・
聞
く
能
力
」
が
特

に
よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
「
数
学
」
で
は
、「
数
と
式
」
や
「
資
料
の
活

用
」
が
で
き
て
い
ま
し
た
。「
理
科
」
で
は
、「
生

物
的
領
域
」
の
正
答
率
が
全
国
に
比
べ
て
良
く

で
き
て
い
ま
し
た
。

　

学
習
状
況
調
査
で
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
、

朝
食
を
毎
日
食
べ
、
就
寝
・
起
床
時
刻
も
毎

日
同
じ
時
刻
と
い
う
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
経
験
や
、

挑
戦
す
る
姿
勢
も
見
ら
れ
、
自
己
肯
定
感
が
高
い

で
す
。
し
か
し
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い

る
と
答
え
る
割
合
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
く
、

真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
す
る
勉
強
が
、
将
来
の
目
標

の
た
め
と
い
う
意
識
が
低
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
の
時
間

は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
に
比
べ
か
な
り
低
い
で
す
。

　

普
段
の
勉
強
時
間
に
つ
い
て
、
２
時
間
以
上
し

て
い
る
子
は
55
％
を
超
え
ま
す
（
全
国
平
均
35
％

程
度
）。
宿
題
、
予
習
、
復
習
な
ど
し
っ
か
り
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
決
ま
り
を
守
り
、
い
じ
め
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
ダ
メ
だ
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　

授
業
で
調
べ
る
学
習
、
考
え
を
発
表
す
る
学
習
、

話
し
合
う
学
習
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
率
も
高
く
、
発
展
的

な
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
中
学
生
は
規
則
正
し
い
生
活
が

定
着
し
て
お
り
、
学
習
へ
の
姿
勢
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
今
後
と
も
良
い
習
慣
や
学
習
姿
勢
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
察
し
ま

す
。

　

調
査
結
果
が
改
善
さ
れ
た
要
因
は
、
各
校
に
お

い
て
学
力
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
成
果
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、
各
校
の
課

題
を
明
確
に
し
、
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

調
査
結
果
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

本
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
学
力
の
一

部
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
側

面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
を
充
分
に
踏
ま
え
て

平
成
27
年
度　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
概
要
に
つ
い
て

■主な目的　○義務教育の機会均等と水準向上のため、学力・学習状況を

                     把握・分析することにより、教育の結果を検証し改善をは

                     かる。

                  ○各教育委員会、学校などが全国的な状況との関係において、

                     自らの教育の 結果を把握し、その教育指導の改善に役立

                     てる。

■調査対象　○小学６年生　○中学３年生

■調査内容   ①学力調査　小学校（国語、算数、理科）中学校（国語、数学、   

                     理科）

　　　　　　学習や生活の状況調査　児童生徒アンケート・学校アンケート

「平成２７年度全国学力・学習状況調査」
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千早赤阪村役場	……☎� 0081

小吹台連絡所			……☎� 7600

防災行政無線テレホンガイド

　　　　　　　……☎� 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

・教育課	……………☎� 1300

村立郷土資料館……☎� 1588

B ＆ G海洋センター	…☎� 7183

学校給食センター	……☎� 1112

いきいきサロン

・やまゆり	…………☎� 7005

・くすのき	…………☎� 1705

保健センター

・健康福祉課	………☎� 0069

・村国保診療所		……☎� 0038

・村社会福祉協議会		…☎� 0294

金剛山ロープウェイ

・千早駅	 	…………☎� 0128

村営宿泊施設

・香楠荘	 	…………☎� 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署	 	………☎� 1755

※各施設の休館日については

　お問い合わせください。

村
か
ら
の

　
　
お
し
ら
せ

公共施設のごあんない

保　
　
　

険 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
郵
送
し
ま
し
た

　

11
月
１
日
（
日
）
か
ら
有
効
の
新
し
い
被

保
険
者
証
を
、簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
し
た
。

送
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

※
旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

ご
存
知
で
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
成
分

を
持
ち
、
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　

村
国
民
健
康
保
険
や
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
皆
さ
ん
の
薬
代
の
負

担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
・
カ
ー
ド

　

村
国
民
健
康
保
険
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」、
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」

は
、
被
保
険
者
証
や
お
薬
手
帳
な
ど
に
貼
っ

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
や
薬
局
の

窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
や
切
り
替
え
希
望
を
よ
り
簡

単
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

　

現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
う
ち
、
新
薬

か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
の
薬
代
の
軽
減
額
の
目
安
を
お
知
ら
せ

す
る
差
額
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
灸
・
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
よ
る

施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
で
も
、
す

べ
て
の
場
合
で
健
康
保
険
を
使
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
か
か
り
方
を
理
解
し
、
適
切
な
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
が
使
え
る
の
は
「
骨
折
・
脱
臼
・

打
撲
・
捻
挫
（
肉
ば
な
れ
を
含
む
）」
の
み
で
、

骨
折
・
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
あ

ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。
単
な

る
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
は
健
康
保
険
が
使
え

ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇
所

や
回
数
を
確
認
し
て
か
ら
署
名
押
印
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
を
使
う
た
め
に
は
、
対
象
と
な

る
疾
患
や
症
状
が
限
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断

書
が
必
要
で
す
。
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安

な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の

た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康
保
険
が
使
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え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

※
柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

　

は
、必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

   

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

国 

民 

年 

金

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！ 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
の
申
込
・
相
談
は
近
く
の
年
金
事
務

　

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
天
王
寺
年
金
事
務
所

   

☎
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
１
年
間
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）

の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た
こ
と
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、平
成
28
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

　

る
場
合
は
次
の
番
号

　

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」
を
押
し

　

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

11
月
２
日
（
月
）
～
平
成
28
年

３
月
15
日
（
火
）
ま
で

受
付
時
間

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、

　

祝
日
、
12
月
29
日
（
火
）
か
ら
平
成
28
年

　

１
月
３
日
（
日
）
ま
で
は
利
用
い
た
だ
け

　

ま
せ
ん
。

11
月
は
「
年
金
月
間
」、
11
（
い
い
）

月
30
（
み
ら
い
）
日
は
「
年
金
の
日
」

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協

力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
30�
日
（
月
）
は
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し

老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た

だ
く
「
年
金
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
活
動
内
容

・ 

年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各
地
で

「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

・
大
学
、
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や
事
業
所

な
ど
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年
金

制
度
説
明
会
の
開
催

・ 

年
金
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

〈
問
い
合
わ
せ
〉
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

催　
　
　

し 

日
時　

11
月
19
日
（
木
）

         

午
後
２
時
30
分
～
50
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

お
は
な
し
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

　
　
　

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

お
は
な
し
広
場

平
成
27
年
度
第
1
号
介
護
保
険
料
の
第
８
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
11
月
30
日
（
月
）
で
す
。

口
座
振
替
は  

11
月
25
日
（
水
）
で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
日
時　

11
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時　

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務
局
☎
�
６
２
５
０
（
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
　

税

固
定
資
産
税
４
期
分
の
納
税

は
11
月
30
日
ま
で
に

 

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
府
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

未
納
が
あ
る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
（
水
）
～
17
日
（
火
）
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
国
税
庁
」
で

検
索
）
で
は
、
税
の
役
割
や
税
務
署
の
仕
事

に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
動
画
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

　

☎
�
３
２
８
１

児 
童 

福 

祉

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は
親
に
代
わ
る

保
護
者
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
付
け
る
な

ど
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
や
発
達
を
妨
げ

る
行
為
の
こ
と
を
い
い
、
子
ど
も
へ
の
重
大

な
権
利
侵
害
に
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
が
連

携
を
密
に
し
、
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
子
ど
も

を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
を
設
置
し
、

虐
待
の
防
止
や
状
況
の
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

虐
待
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。
電
話
さ
れ
た
人
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

・
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
０
６
９

　

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

　

時
30
分

※
時
間
外
に
つ
い
て
は
、
警
備
員
が
担
当
職

　

員
に
連
絡
し
ま
す
。

○
通
告
専
用
電
話

・
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
２
２
６
３

　

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

　

時
45
分

・
夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
専
用
電
話

　

☎
０
７
２
（
２
９
５
）
８
７
３
７

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な

　

が
り
ま
せ
ん

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

　

水　
　

道 
水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

　

11
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を

行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
の
対
象
の
家
に
は
、
事
前
に
お

知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
上
で
、
村
が

委
託
し
た
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
が
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
訪
問
し
、作
業
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
で

料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
止
水
栓
（
円
形
の

　

ふ
た
）
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
付
近
に

　

犬
な
ど
の
動
物
を
つ
な
が
な
い
よ
う
、
ま

　

た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
堆
積
し
て

　

い
る
土
砂
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
取
り
除

　

い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

　

く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

都 

市 

計 

画 

南
部
大
阪
都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

大
阪
府
で
は
、「
南
部
大
阪
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の
変

更
」
計
画
案
に
つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

関
係
市
町
村
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人
は

縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
10
日
（
火
）
～
24
日
（
火
）

縦
覧
場
所　

ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
大
阪
府

　
　
　
　
　

庁
別
館
３
階
・
都
市
計
画
室
計

　
　
　
　
　

画
推
進
課
（
大
阪
市
中
央
区
大

　
　
　
　
　

手
前
３
丁
目
）

個人事業税
平成２７年度【第２期分】の納期限は、１１月３０日（月）です。
期限内に納付していただきますよう、よろしくお願いします。
８月に個人事業税の納税通知書に同封して送らせていただきました第２期分の納
付書にて納期限までに納付してください。
※第２期分の納付書が見当たらない場合は、最寄りの府税事務所へ問い合わせく
   ださい（口座振替を利用している場合は、納付書は送付していません）。
※年間の税額が１万円以下の場合は、第２期分の納付書はありません。
※個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエンスストア収納用のバーコードが印
　刷されたもの（３０万円以下のもの）については、全国のコンビニエンススト
  アで納めることができます。
※納付には、便利で安心・安全な口座振替制度をご利用ください。

〈問い合わせ〉大阪府南河内府税事務所　　☎︎�１１３１
 府税ホームページ　「府税あらかると」　http://www.pref.osaka.lg.jp/zei/alacarte

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）
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意
見
書
の
提
出
先

大
阪
府
都
市
計
画
室
計
画
推
進
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
都
市
建
設
計
画
室
計
画

　

推
進
課　

☎
06
（
６
９
４
４
）
６
７
７
６

　

防　
　

災 

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
は
、
地
震
や
風
水
害
、
大

規
模
災
害
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
情
報
を
村

民
の
皆
さ
ん
に
屋
外
拡
声
器（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

か
ら
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
、
い
ち
早
く

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。屋
外
拡
声
器
は
、

村
内
23
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
雨
、
風
な
ど
の
気
象
状
況
や
山

林
な
ど
の
地
域
環
境
に
よ
っ
て
は
、
音
声
が

反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
ほ
か
、
気

密
性
の
高
い
住
宅
で
は
、
窓
を
閉
め
切
っ
た

状
態
で
は
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
や
放
送
が
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、『
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
電
話
機
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去

　

さ
れ
ま
す
。

◆
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

　

☎
�
１
３
８
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

11 月 25日（水）Jアラート全国一斉情報伝達訓練
　村では、全国瞬時警報システム（J アラート）（※）から送られてくる緊急地震速報などの緊急情報を受信し、自動

で防災行政無線より、村民の皆さんへ伝達する体制を整えています。この度、全国一斉訓練が実施されることから、

村内に設置している防災行政無線のスピーカーから試験放送を行います。試験放送ですので、皆さんは特に行動など

する必要はありません。

（※）Ｊアラートとは、地震や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

日　　時　11 月 25 日（水）午前 11 時ごろ

放送内容　「上りチャイム音」→「これは、テストです。」×３回→「こちらは、同報　千早赤阪です」→「下りチャイム音」

〈問い合わせ〉　総務課

　

④
外
国
人
住
民
の
区
分

　

外
国
人
住
民
の
人
の
み
記
載
く
だ
さ
い
。

⑤
点
字
表
記

　

点
字
の
表
記
が
必
要
な
人
は
、
□
を
黒
く
塗
り

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
申
請
日　

　

申
請
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
申
請
者
氏
名

　

申
請
者
本
人
が
署
名
す
る
か
、
記
名
・
押
印
を

し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
顔
写
真
貼
付
欄

　

縦
４
・
５
セ
ン
チ
×
横
３
・
５
セ
ン
チ
、
６
か
月

以
内
に
撮
影
し
、
正
面
を
向
き
無
帽
・
無
背
景
の

も
の
で
、
裏
面
に
、
氏
名
・
生
年
月
日
を
記
入
く

だ
さ
い
。

⑨
署
名
用
電
子
証
明
書
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
発
行
有
無

　

希
望
さ
れ
な
い
場
合
の
み
、
□
を
黒
く
塗
り
つ

ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

⑩
代
理
人
記
載
欄

　

15
才
未
満
の
人
、
成
年
被
後
見
人
の
人
が
申
請

を
行
う
場
合
は
、
法
定
代
理
人
の
人
が
「
代
理
人

記
載
欄
」
に
氏
名
な
ど
を
記
入
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
で
次
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
送
信
す

る
と
、
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
申
請
が

完
了
し
た
旨
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
申
請
完
了
と
な

り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
交
付
申
請
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機
構

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」

https://w
w

w
.kojinbango-card.go.jp/

申
請
後
は
、
平
成
28
年
１
月
以
降
か
ら
、
順
次
、

発
行
の
手
続
き
を
開
始
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

個
人
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

カ
ー
ド
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
は
希
望
す
る
人
の
み

に
な
り
ま
す
。

郵
送
で
の
申
請
方
法

　

11
月
中
旬
以
降
に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
る
予

定
の
次
の
書
類
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明
書

発
行
申
請
書

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
、
搭
載
さ
れ
る
電
子
証
明

書
の
申
請
が
一
枚
で
行
え
ま
す
。

②
氏
名
、
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
載
内
容
に
誤
り
や
引
越
し
な
ど
に
よ
る
変
更

が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
申
請
書
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
住
民
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
電
話
番
号

　

日
中
、
つ
な
が
り
や
す
い
電
話
番
号
を
記
入
く

だ
さ
い
。
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人　
　
　

権

人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�

た
か
が
名
前
、
さ
れ
ど
名
前

出
来
事
で
し
た
。

　

た
か
が
名
前
、
さ
れ
ど
名
前
で
す
。

　

私
は
こ
の
高
校
と
70
人
の
生
徒
さ
ん
の

こ
と
を
ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
同

時
に
、
間
違
っ
た
こ
と
が
な
い
と
は
断
言

で
き
な
い
け
れ
ど
、「
わ
た
な
べ
」
さ
ん

の
「
辺
」「
邊
」「
邉
」、「
さ
い
と
う
」
さ

ん
の
「
斎
」「
斉
」「
齋
」「
齊
」
に
こ
れ

ま
で
ず
っ
と
気
を
遣
っ
て
き
た
こ
と
が
と

て
も
誇
り
に
思
え
て
き
ま
し
た
。

　

た
か
が
名
前
、さ
れ
ど
名
前
な
の
で
す
。

問
「
先
生
に
な
る
た
め
に
、
い
ま
す
べ
き

こ
と
は
何
で
す
か
？
」

答
「
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
勉
強
で
す
。
そ
し

て
、
あ
な
た
が
目
標
と
す
る
先
生
を
見
つ

け
て
し
っ
か
り
観
察
す
る
こ
と
で
す
。」

問
「
先
生
の
仕
事
っ
て
大
変
で
す
か
？
」

答
「
思
い
っ
き
り
大
変
で
す
。
で
も
、
そ

ん
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
大

き
な
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。」

問
「
先
生
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
か
？
」
…
。

答
「
先
生
に
な
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て

先
生
は
天
職
で
あ
る
よ
う
で
す
。」

　

次
代
の
教
育
を
担
う
生
徒
さ
ん
に
心
を

込
め
て
お
話
し
し
た
充
実
し
た
60
分
間
で

し
た
。

　

先
日
、
奈
良
県
の
あ
る
高
校
に
出
前
授

業
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
、
教
職
を
め
ざ

し
て
い
る
高
校
２
年
生
70
人
に
「
先
生
っ

て
、
お
も
し
ろ
い
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

60
分
の
授
業
を
し
ま
し
た
。

　

授
業
前
の
控
室
で
担
当
の
先
生
か
ら
封

筒
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
封
筒
に
は
生
徒

さ
ん
が
私
の
授
業
で
尋
ね
た
い
こ
と
を
書

い
た
70
枚
の
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。「
先
生
に
な
る
た
め
に
、
い
ま
す
べ

き
こ
と
は
何
で
す
か
？
」「
先
生
の
仕
事
っ

て
大
変
で
す
か
？
」「
先
生
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？
」・
・
。
私
が

以
前
、
高
校
の
先
生
を
し
て
い
た
こ
と
を

聞
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
本
当
に
「
い

い
」質
問
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た「
い

い
」
の
は
質
問
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
授
業
態
度
も
抜
群
で
、
私
の
話
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
交
流
に
も

と
て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
60
分
で
し
た
。
き
っ
と
、
日

ご
ろ
か
ら
の
学
校
と
先
生
方
の
指
導
が
行

き
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
こ
の
時
、実
は
も
う
一
つ
「
い
い
」

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
70
枚
の
カ
ー
ド
に

は
授
業
担
当
者
、
つ
ま
り
、
私
の
名
前
を

書
く
欄
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
誰
一
人
と

し
て
、
私
の
名
前
を
書
き
間
違
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。「
当
た
り
前
だ
」
と
思

う
人
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
出
来
事
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
珍
し

い
出
来
事
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
が

家
に
届
く
は
が
き
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

（
Ｄ
Ｍ
）
の
約
３
割
は
「
恩
地
」
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
中
に
は
、「
恩
地
正
」

に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

　

思
わ
ず
嬉
し
く
な
っ
て
、「
70
人
全
員

が
私
の
名
前
を
正
し
く
書
い
て
く
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
最
高
で
す
。
素
晴
ら
し

い
！
」
と
言
う
と
、
最
初
は
何
を
褒
め
ら

れ
た
の
か
分
か
ら
ず
ポ
カ
ン
と
し
て
い
た

生
徒
さ
ん
も
、
嬉
し
そ
う
な
私
の
表
情
に

つ
ら
れ
て
微
笑
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ネ
を
明
か
せ
ば
「
私
の
名
前
が
初
め

て
見
る
変
わ
っ
た
名
前
だ
か
ら
、
講
師
一

覧
か
ら
一
字
一
字
丁
寧
に
写
し
た
結
果
、

間
違
わ
な
か
っ
た
」
だ
け
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
方
、
は
が
き
や
Ｄ
Ｍ
に
間

違
い
が
多
い
の
は
、「
お
ん
ち
」
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
変
換
し
た
時
、
最
初

に
「
恩
地
」
が
出
て
く
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
悪
意
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
70
人
全
員
「
正
解
」

は
す
ご
い
し
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
間
違
わ

れ
て
い
る
私
に
は
、
衝
撃
的
か
つ
爽
快
な

恩
知　

忠
司

　
（
大
阪
教
育
大
学
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を
行
い
ま
す
。　

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
中
は
関
係
機
関
が

連
携
、
協
力
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
た
め
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間　
　
　
　
　
　
　

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
（ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

０
７
０
）
８
１
０

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守

日
時　

11
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　

11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06
（
６
９
４
２
）
９
４
９
６
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相　
　

談 
「
暮
ら
し
と
行
政
な
ん
で
も

相
談
所
」
開
催

　

大
阪
行
政
相
談
委
員
協
議
会
で
は
、「
暮

ら
し
と
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

（
予
約
不
要
）。

日
時　

11
月
17
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

　
　
　

４
階
第
１
会
議
室 

参
加
予
定
機
関　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税

理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
八
尾
市
消
費
者

相
談
員
・
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
・
行
政
相

談
委
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
課

　

☎
06
（
６
９
４
１
）
８
３
５
８

・
総
務
課

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�

納
車
後
す
ぐ
に
不
具
合
が
起
き
た
、
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
の
中
古
車

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た
中
古

車
、
納
車
後
ま
も
な
く
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合

が
発
生
し
ま
し
た
。
入
札
時
は
そ
の
よ
う
な

情
報
が
出
て
お
ら
ず
、
問
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

中
古
車
は
、
見
え
な
い
場
所
に
思
わ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
や
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
現
物
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

リ
ス
ク
を
覚
悟
し
、
入
札
す
る
か
慎
重
に
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
古
車
に
限
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
は
「
現
物
・
現
状
渡
し
」
を
前
提
と
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
不
具
合
が
起
き
た
時

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

基
本
的
に
は
、
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
た
条

件
や
説
明
な
ど
、
限
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
入

札
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
古
車

に
限
ら
ず
、
新
品
で
は
な
い
場
合
、
現
物
を

確
認
で
き
ず
に
入
札
す
る
こ
と
は
、
品
物
が

抱
え
て
い
る
問
題
点
や
ト
ラ
ブ
ル
を
確
認
で

き
な
い
、
と
い
う
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
う
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

展
示
・
保
存
用
途
で
は
な
い
乗
用
車
で
あ
れ

ば
、
使
用
（
走
行
）
は
、
即
、
自
分
自
身
と

周
囲
の
安
全
に
関
わ
る
事
態
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
中
古
車
に
つ
い
て
は
、
構
造
・

修
理
な
ど
の
プ
ロ
と
共
に
現
物
確
認
を
す
る

く
ら
い
の
慎
重
さ
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
に
備
え
、
サ
イ
ト

上
の
説
明
や
価
格
、
出
品
者
と
の
や
り
取
り

は
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
入

札
前
に
気
に
な
る
点
を
あ
ら
か
じ
め
質
問

し
、
出
品
者
か
ら
回
答
を
得
て
お
く
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。

（（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
�
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

　

募　
　

集 

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
参
加

チ
ー
ム

　

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
が
、
南
河
内
地
域

（
６
市
２
町
１
村
）
に
住
む
人
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
を
振
興
し
、
そ
の
普
及
発
展
と
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程　

平
成
28
年
２
月
７
日
（
日
）

場
所　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
バ
テ
ィ
ー
（
Ｐ

　
　
　

Ｌ
）
教
団
本
庁
内
コ
ー
ス

対
象　

南
河
内
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
　
　

の
中
学
生
以
上
の
人

費
用　

１
チ
ー
ム
５
千
円
（
保
険
料
含
む
）

区
間　

６
区
間　

申
込
方
法　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
費

用
と
印
鑑
を
持
参
し
、
教
育
課
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

新公共交通実証運行に関する住民アンケート調査にご協力ください
　村では、９月から 10 月末まで実施した新公共交通実証運行について、今後の運行方法などの参考にするために、ア
ンケート調査を実施します。
　ご回答いただいた内容は、個人を特定することなく統計的に処理し、本調査の目的以外に使用することはありません。
ご協力をお願いします。
　調査対象　全世帯（高校生以上）
　配布方法　広報紙 11 月号と同時に各世帯へ配付
　回収方法　同封している返信用封筒にて郵送回収
　質問項目　実証運行の利用状況、改善点、取り組みなどに関する調査
　回答期限　11 月 20 日（金）当日消印有効

〈問い合わせ〉まちづくり課
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　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組み
で応援する施設です。専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てくだ
さい。

 11 月の予定　（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

4 水 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時
地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

6 金 ★ 午前 10 時～ 10 時 30 分 げんき親子体操

10 火 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

11 水 ★ 午前 10 時～ 11 時 30 分

地域子育て支援センター

焼き芋作り

17 火 ★ 午前 10 時〜 11 時 フラワーアレンジメント教室
費用　材料費 500 円（先着５組）

18 水 ★ 午前 9 時 30 分〜 11 時 20 分 サバ―ファーム
バスでおでかけ（雨天中止）
費用　バス代 200 円

（入園料・味覚狩り代は実費 )　	
25 水 午前 10 時～ 地域子育て支援センター クリスマス制作

今月の一押し
バスでおでかけ　　　　アンパンマンバスに乗って、みかん狩りに行きましょう。
のびのびげんきひろば 
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子
でのびのびしましょう。 
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分 
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。 
日時　毎週月～金曜日 
　　　午前９時～午後３時

園庭開放 　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
 ・電話相談（毎週月～金曜日） 午前９時～午後３時
 ・面接相談★

備考　★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師な
       どの都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育　
　　  て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。

地域子育て支援センターの催し

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎� 7868

◆
一
般
書

卜
伝
飄
　々
　
　
　

     

（
風
野
真
知
雄
）

十
字
の
記
憶　
　
　
　

  　
（
堂
場
瞬
一
）

龍
馬
奔
る
２　
　
　
　

     

（
山
本
一
力
）

潮
流　
　
　
　
　
　
　
　

     

（
今
野
敏
）

ル
パ
ン
の
娘　
　
　
　
　

     

（
横
関
大
）

岳
飛
伝
14　
　
　
　
　

     

（
北
方
謙
三
）

曽
呂
利
！　
　
　
　
　

     

（
谷
津
矢
車
）

ワ
ク
チ
ン
Ｘ　
　
　
　
　

     

（
桂
望
実
）

花
鳥
茶
屋
せ
せ
ら
ぎ　

     

（
志
川
節
子
）

家
族
連
写　
　
　
　
　
　

     

（
森
浩
美
）

悲
素　
　
　
　
　
　
　

     

（
帚
木
蓬
生
）

中
野
の
お
父
さ
ん　
　
　

     

（
北
村
薫
）

湖
底
の
城
６　
　
　

     

（
宮
城
谷
昌
光
）

風
か
お
る　
　
　
　
　
　

     

（
葉
室
麟
）

悪
道
４　
　
　
　
　
　

     

（
森
村
誠
一
）

犯
人
に
告
ぐ
２　
　
　

     

（
雫
井
脩
介
）

Ａ
で
は
な
い
君
と　
　
　

     

（
薬
丸
岳
）

ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
話
し
方     

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
）

き
も
の
便
利
帖　
　
　

     

（
君
野
倫
子
）

和
布
ソ
ー
イ
ン
グ     

（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

絵
手
紙
・
さ
る
年
の
年
賀
状

花
ご
よ
み
三
六
五
日　

     

（
雨
宮
ゆ
か
）

◆
児
童
書

地
中
世
界
の
サ
バ
イ
バ
ル
１

ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
の
サ
バ
イ
バ
ル
１

ジ
ャ
ッ
キ
ー
つ
き
へ
い
く

つ
み
つ
み
で
ん
し
ゃ　

は
し
る
！
新
幹
線
「
か
が
や
き
」
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金
剛
山
の
里

　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１
５

日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
８
日
（
日
）

場
所　

下
赤
阪
の
棚
田
一
帯

内
容

○
棚
田
夢
灯
り
（
下
赤
阪
の
棚
田
）

•

３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

•

演
奏
（
村
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
浪
速
学 

  

院
中
学
・
高
等
学
校
雅
楽
部
）

○
収
穫
祭
（
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

•

約
30
店
舗
出
店
し
ま
す
。

•

野
菜
、
加
工
品
、
軽
食
類
の
販
売

•

棚
田
や
農
業
に
関
す
る
展
示
な
ど

駐
車
場　

村
民
運
動
場
お
よ
び
赤
阪
小
学
校

（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

来
場
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
は
、
例

年
大
変
混
雑
し
、
乗
車
待
ち
が
１
時
間
に
及

ぶ
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

村
民
運
動
場
か
ら
会
場
ま
で
は
徒
歩
約
15

分
で
す
の
で
、
送
迎
バ
ス
混
雑
の
際
は
、
徒

歩
移
動
も
検
討
く
だ
さ
い
。
昼
は
棚
田
風
景

を
、
夜
は
灯
ろ
う
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た

だ
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

千早赤阪村国保診療所

　　医師　大澤 佳代

　

冬
に
む
か
っ
て
気
温
の
下
が
る
こ
の
時
期
、
外
来

で
は
風
邪
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
き
ま
す
。肺
炎
が
心
配
と
受
診
さ
れ
る
人
も
多
く
、

今
も
肺
炎
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
病
気
だ
と
実
感
し
ま

す
。
今
回
は
肺
炎
の
な
か
で
も
そ
の
原
因
の
多
く
を

占
め
る
、
細
菌
に
よ
る
肺
炎
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

鼻
や
口
か
ら
吸
い
こ
ま
れ
た
空
気
は
、
の
ど
か
ら

気
管
支
を
経
て
肺
胞
と
よ
ば
れ
る
無
数
の
小
さ
な
袋

に
到
達
し
ま
す
。
こ
こ
で
空
気
中
の
酸
素
が
体
内
に

取
り
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
肺
胞
に
外
部
か
ら
、
あ
る

い
は
人
の
体
に
も
と
も
と
存
在
し
て
い
る
細
菌
が
侵

入
し
、
増
え
る
こ
と
で
肺
炎
が
お
こ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
肺
炎
の
代
表
的
な
原
因
菌
で
あ
る「
肺
炎
球
菌
」

は
一
部
の
人
の
鼻
や
の
ど
に
も
と
も
と
生
息
し
て
お

り
、
主
に
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
伴
っ
て
肺
胞
に
侵
入
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
食
べ
物
や
だ
液
の
誤
え
ん
を
き
っ
か

け
に
、
口
の
中
の
細
菌
が
侵
入
し
て
お
こ
る
「
誤
え

ん
性
肺
炎
」
は
高
齢
者
に
非
常
に
多
い
も
の
で
す
。

　

肺
炎
の
症
状
は
発
熱
、
咳
、
痰
、
胸
痛
な
ど
で
、

か
ぜ
な
ど
他
の
呼
吸
器
疾
患
と
も
共
通
し
て
い
ま
す

が
、

・
急
な
38
℃
以
上
の
発
熱
と
と
も
に
、
悪
寒
が
し　

　

て
体
が
が
た
が
た
震
え
る

・
体
温
は
38
℃
を
超
え
な
い
が
、
び
っ
し
ょ
り
と　

　

寝
汗
を
か
く

・
呼
吸
が
荒
く
、
そ
の
回
数
が
増
え
て
い
る

と
い
っ
た
場
合
は
、
よ
り
肺
炎
を
疑
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

肺
炎
の
診
断
は
そ
の
症
状
や
聴
診
の
所
見
、

胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
血
液
検
査
な
ど
で
な
さ

れ
ま
す
。

　

細
菌
性
肺
炎
の
治
療
の
基
本
は
原
因
と
な
る
細
菌

に
有
効
な
抗
菌
剤
を
投
与
す
る
こ
と
で
、
も
と
も
と

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
す
み
や
か
な
症
状
の
改
善
が
期

待
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る

人
、
と
く
に
肺
気
腫
な
ど
の
呼
吸
器
の
慢
性
疾
患
や

リ
ウ
マ
チ
な
ど
で
免
疫
を
抑
え
る
薬
を
服
用
し
て
い

る
人
で
は
治
療
の
効
果
が
出
に
く
く
、
し
ば
し
ば
肺

炎
が
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら

こ
う
い
っ
た
人
は
「
風
邪
か
な
？
」
程
度
の
症
状
の

軽
い
段
階
で
早
め
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

肺
炎
の
予
防
の
た
め
に
は
、

・
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
（
手
洗
い
や
マ

　

ス
ク
着
用
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
）

・
口
の
中
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
、
虫
歯
が
あ
れ
ば　

　

き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と

・
高
齢
者
で
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
抗
菌
剤
の
効
き
に
く
い
肺
炎
が
増
え
て
お

り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
の

ひ
と
つ
に
風
邪
な
ど
本
来
は
抗
菌
剤
の
必
要
の
な
い

疾
患
で
も
、
こ
れ
ま
で
安
易
に
抗
菌
剤
が
処
方
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
ま
た
あ
ら
た
め
て
話
題
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
ま
で
も
や
っ
ぱ
り
こ
わ
い
病
気

〜
細
菌
性
肺
炎
〜

14：00 ～　開会式
                 （中学校グラウンド）
16：00 ～　演奏　（農村公園）
　　　　　  中学校吹奏楽部
17：30 ～　演奏　（農村公園）
                 浪速高等学校・中学校
                 雅楽部
18：00 ～　演奏　（農村公園）
                 浪速高等学校・中学校
                 雅楽部

イベント予定



16

個別がん検診ご存じですか？
　集団検診は日程が合わないなどの理由からがん検診を受けたことがない人もいるのではないでしょうか。
　個別検診は下記の医療機関で受診できるため、ご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。村では一
人でも多くの人にがん検診を受診していただけるよう、大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診を個別で受けられ
るようにしました。
　まだ、がん検診を受けていない人は、この機会にぜひ検診を受けてください。
　なお、受診にあたっては、事前に保健センターに申し込みが必要です。

大 腸 が ん 個 別 検 診

対 象 者 受診日現在 40歳以上の人

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所

内 　 	 	 容 問診・便潜血検査

乳 が ん 個 別 検 診

対 象 者 受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの 2か所

内 　 	 	 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は 2方向、50歳以上は 1方向撮影）

子宮頸がん個別検診

対 象 者 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人

実施医療機関
富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック、澤井産婦

人科・たけい産婦人科・山村医院の 6か所
内 　 	 	 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

受診料：無料●個別検診　【検診実施期間：いずれも平成 28 年 3 月 11 日（金）まで】

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎︎� 0069（直通）・ � 0081（代表）　

健　
　
　

康

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
（
ア
ッ
プ
）
す

る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る
運
動
や
食

事
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

●
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

11
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

「
若
さ
キ
ー
プ
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
」

〈
実
演
・
試
食
〉

日
時　

11
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午

内
容　

ヘ
ル
シ
ー
お
好
み
焼
き

　
　
　
（
手
作
り
豆
腐
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
付
き
）

受
付　

11
月
4
日
（
水
）
ま
で

●
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

12
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
調
理
実
習
〉

日
時　

12
月
22
日
（
火
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
ご
ろ

内
容　

ぶ
り
の
香
味
ソ
ー
ス
が
け

　
　
　

白
菜
の
和
え
も
の

　
　
　

根
菜
の
味
噌
汁
（
ミ
ル
ク
風
味
）

受
付　

12
月
3
日
（
木
）
ま
で

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先
着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以
降
の
人

　
　
　

は
１
５
０
円
）

※
調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０
０
円
が

　

必
要
で
す
。

※
テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

　

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が

無
料
に
な
り
ま
し
た



回 日　程 テーマ 講師 場　所

１
平成 28年
２月９日（火）
午後２時～４時

狭山池１４００年
小山田　宏一さん

（大阪府立狭山池博物館学
芸担当）

大阪府立狭山池博物館
2階　ホール

２
２月１６日（火）
午後２時～４時

行基と狭山池
櫻木　潤さん

（高野山大学文学部密教学
科助教）

ゆめニティまつばら
3階　ゆめニティプラザ

３
２月２３日（火）
午後２時～４時

『河内鑑名所記』
『河内志』

『河内名所図会』の
狭山池と西除・東除川

西田　孝司さん
（文化財保存全国協議会

全国常任委員）

羽曳野市立市民会館
ホール
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成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

健
診
実
施
期
間

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
50
・
60
・
70

　
　
　

歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

生 
涯 

学 

習

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内
生
涯

学
習
広
域
講
座
「
南
河
内
郷
土
探
訪
」

～
狭
山
池
築
造
１
４
０
０
年
の
歴
史
～

  

南
河
内
の
９
市
町
村
で
構
成
す
る
大
阪

府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、「
南
河
内
郷
土
探

訪
」
～
狭
山
池
築
造
１
４
０
０
年
の
歴
史
～

を
統
一
テ
ー
マ
に
講
座
を
行
い
ま
す
（
全
３

回
）。

   

地
域
ゆ
か
り
の
大
学
教
授
、
博
物
館
長
や

専
門
家
が
講
師
と
な
っ
て
、
南
河
内
の
歴
史

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

全
３
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人　

　
　
　
（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も
可
）

定
員　

１
２
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　
　
　

抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
全
３
回
分
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
、
も
し
く
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
と
返
信
用
宛

先
を
明
記
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
２

人
申
し
込
み
の
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）。

受
付　

12
月
11
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５
―
０
０
４
１　

千
早
赤
阪
村
大

　

字
水
分
２
６
３
番
地　

千
早
赤
阪
村
教
育

　

委
員
会
事
務
局
教
育
課
「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

　

南
河
内
２
０
１
５
」
係

　

☎
�
１
３
０
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakaikyoiku-4@
vill.chihayaakasa

　

ka.lg.jp

富田林保健所の案内
詳しくは、問い合わせください（☎�２６８１）

医療機関に関する相談
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後０時 15分、午後１時～５時 30分
エイズに関する相談
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後０時 15分、午後１時～５時
その他、こころの健康相談、肝炎ウィルス検査、風
しん抗体検査なども実施しています。
飲用水・井戸水検査、腸内細菌・寄生虫卵検査
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
午前９時 30分～ 11時 30分（有料）

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
　
　

る
人

①
平
成
27
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②
平
成
27
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

　

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に
お
い
て

　

肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ
る
人

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

費
用　

無
料

申
込
期
間

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日

現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個
別
郵
送
し

た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・
受
診
券
・

問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）



場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人

費
用　

１
回
４
０
０
円

受
付　

随
時　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

途
中
か
ら
の
参
加
可
能
。
村
外
の
人

　
　
　

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※
く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接
申
し
込

　

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回 講座日時 テーマ 講　　師

６ 11 月 18 日（水）
午後２時～４時

文化財観光論
～文化財の楽しみ方～

阪南大学准教授
和泉 大樹 氏

７ 12 月 16 日（水）
午後２時～４時 古墳時代の枕について 近つ飛鳥博物館学芸員

永山 はるか 氏

８
平成 28 年
1 月 20 日（水）
午後２時～４時

弥生の終わり、古墳の始まり
～放射性炭素年代測定の

諸問題～
村文化財担当職員

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前にご連絡させていた
　だきます。
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そ
の
他
の　お

知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

が
で
き
る
人
は
、ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

　

務
局（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
�
０
２
９
４

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の
新
鮮
な

輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守
る
の
は
、
献
血
か
ら
生
ま

れ
る
愛
の
贈
り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
場
所　

11
月
16
日
（
月
）

・
小
吹
台
連
絡
所
前

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

・
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

日
時　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

富
田
林
市
市
民
会
館
（
富
田
林
市
粟

　
　
　

ケ
池
町
２
９
６
９
‐
５
）

内
容　

青
果
、
管
内
事
業
所
即
売
お
よ
び
イ

　
　
　

ベ
ン
ト
、
う
ま
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
荒
天
中
止

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
商
工
会

　

☎
�
１
１
０
１

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

高
校
同
等
教
育

・
修
学
年
限
３
年
、
高
卒
資
格
取
得

特
別
職
国
家
公
務
員
の
身
分
と
待
遇

・
年
２
回
の
ボ
ー
ナ
ス

第
32
回
富
田
林
商
工
祭

自
衛
官
募
集

献
血
に
ご
協
力
を
！
！

　

大
阪
青
年
司
法
書
士
会
と
近
畿
司
法
書
士

会
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、
司
法
書
士
に
よ

る
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
（
予
約
不
要
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
河
南
町
保
健
福

　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
（
か
な
ん
ぴ
あ
）
の
２

　
　
　

か
所
同
時
開
催

相
談
で
き
る
内
容

・
相
続
に
よ
る
名
義
変
更
な
ど
の
不
動
産
登

　

記
手
続

司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相
談

・
貸
金
、
賃
貸
借
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金

　

な
ど
の
民
事
紛
争
に
関
す
る
こ
と

・
離
婚
、
離
縁
な
ど
の
身
分
関
係
に
関
す
る

　

こ
と

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
財
産
管
理
（
成

　

年
後
見
）
に
関
す
る
こ
と

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
青
年
司
法
書
士
会　

☎
�
４
９
４
５

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
東
條　

美
代
子
（
森
屋
３
５
２
）

　

５
万
円

　

百
歳
の
内
祝
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４



19

・
週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
な
ど

・
被
服
類
、
寝
具
、
食
事
、
宿
舎
費
は
無
料

「
学
び
」
が
仕
事

・
中
堅
技
術
者
育
成
、
将
来
の
幹
部
自
衛
官
へ

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
男
子

受
付
期
間

・
推
薦　

11
月
１
日
（
日
）
～
12
月
４
日

　
　
　
　
（
金
）

・
一
般　

11
月
１
日
（
日
）
～
平
成
28
年
１

　
　
　
　

月
８
日
（
金
）

試
験
日

・
推
薦　

平
成
28
年
１
月
９
日
（
土
）
～
11

　
　
　
　

日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

・
一
般　

平
成
28
年
１
月
23
日
（
土
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

　

富
田
林
地
域
事
務
所　

　

☎
�
３
７
９
９　

b
�
３
９
９
９

　

近
畿
財
務
局
で
は
、
借
金
で
悩
む
人
の
相

談
窓
口
を
常
設
（
平
日
・
無
料
）
し
て
い
ま

す
。
借
金
の
状
況
な
ど
を
聞
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
機
関
（
弁
護
士
会
な
ど
）
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
大
阪
府
・
大
阪
弁
護
士
会
と

共
催
で
「
土
・
日
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
借
金
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

近
畿
財
務
局
（
大
阪
合
同
庁
舎
第
４

　
　
　

号
館
８
階
・
地
下
鉄
「
谷
町
四
丁
目

　
　
　

駅
」
５
番
出
口
す
ぐ
）

内
容　

電
話
・
面
談
（
事
前
予
約
可
）
で
相
談

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
財
務
局

　

☎
06
（
６
９
４
９
）
６
５
２
３

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な
お
残
る
歴
史
を

テ
ー
マ
に
、
古
墳
、
社
寺
、
文
化
遺
産
な
ど

を
訪
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
く
だ
い
。

日
程　

11
月
29
日
（
日
）

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

受
付　

大
阪
狭
山
市
役
所
（
南
海
高
野
線
大

　
　
　

阪
狭
山
市
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

※
事
前
申
し
込
み
不
要

費
用　

無
料　

※
拝
観
料
な
ど
は
自
己
負
担

コ
ー
ス	

大
阪
狭
山
市
役
所
（
ス
タ
ー
ト
）
→
府
立
狭

山
池
博
物
館
（
天
野
街
道
）
→
陶
器
山
→
穴

地
蔵
→
寺
ヶ
池
公
園
→
河
内
長
野
警
察
署
前

→
天
野
酒
酒
蔵
→
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
（
ゴ
ー

ル
）
…
最
寄
駅　

南
海
・
近
鉄
河
内
長
野
駅
・

全
行
程
徒
歩
約
12
㎞

参
加
特
典　
　

・
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
完
歩
賞
（
シ
リ
ー
ズ
全
３
回
を
完
歩
し
た

  

人
全
員
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局
（
千
早
赤
阪
村
ま

　

ち
づ
く
り
課
内
）　

☎
�
０
０
８
１

　

初
め
て
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
精
神
障

が
い
者
の
人
が
活
用
で
き
る
医
療
や
福
祉
制

度
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

　

家
族
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。
悩
ん
だ
り
、

困
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る

場
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場
所　

富
田
林
保
健
所　

２
階
講
堂

対
象　

千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
河
内
長

　
　
　

野
市
・
大
阪
狭
山
市
・
河
南
町
・
太

　
　
　

子
町
在
住
の
統
合
失
調
症
が
あ
る
人

　
　
　

の
家
族
ま
た
は
支
援
者

内
容

・
講
義
「
地
域
の
福
祉
制
度
・
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
に
つ
い
て
」（
講
師　

河
内
長
野
市
子

　

ど
も
福
祉
部　

障
が
い
福
祉
課　

担
当
職

　

員
）

・
家
族
会
の
活
動
紹
介

・
交
流
会

定
員　

50
人

受
付　

11
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

　
　
　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田

　

林
保
健
所
地
域
保
健
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

　

☎
�
２
６
８
４

　

b
�
７
９
４
０

　

職
場
で
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
対
応
法
を
検
討
し
ま

す
。

日
時　

11
月
12
日
（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　

Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
大
会
議
（
大

　
　
　

 

阪
狭
山
市
狭
山
１
丁
目
８
７
５
‐
１
）

演
題　
「
実
例
か
ら
学
ぶ　

労
務
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　

防
止
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

河
上　

徹
弥
氏

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
総
合

　

労
働
事
務
所
南
大
阪
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２
（
２
７
３
）
６
１
０
０

　

b
０
７
２
（
２
７
３
）
６
３
０
０

大
阪
府
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上
講
座

多
重
債
務
「
土
・
日
」
無
料
相
談
会

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回　
「
秋
晴
の
天
野
街
道
を

歩
く
～
狭
山
池
か
ら
天
野
街
道

を
経
て
天
野
酒
酒
蔵
ま
で
～
」

家
族
講
座
（
統
合
失
調
症
が
あ

る
人
の
家
族
や
支
援
者
向
け
）
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『
と
も
い
き
』
～
「
第
13
回
共
に
生

き
る
障
が
い
者
展
」
の
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
！
11
月
14

日
（
土
）
は
、
元
五
輪
選
手
で
、
ダ
ウ
ン
症

の
息
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
歩
ん
だ
日
々
を

綴
っ
た
本
「
い
ち
ば
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い

ん
だ
ね
。」
の
著
者
で
も
あ
る
松
野
明
美
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
。
11
月
15
日（
日
）

の
「
大
阪
府
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
５
」
で
は
、
大
西
ユ
カ
リ
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

大
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ

　
　
　

グ
・
ア
イ
）
泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ

　
　
　

丘
」
駅
下
車
２
０
０
ｍ

費
用　

入
場
無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー

　
（
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン
）　

   

☎
06
（
６
９
１
０
）
８
０
０
１

　
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

　

全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経
年
変
化
を

把
握
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
村
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
70
市
60
町
村
と
協
力
し

て
、
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
村
内
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
主
体

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
企
画
部
広
域

計
画
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉
都
市
交
通
特
性
調
査
実
施

　

本
部　

☎
０
１
２
０
（
３
５
２
）
２
２
６

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、
防

火
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
11
月

９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）
ま
で
、
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
富
田
林
市
消
防
本
部
が
発
足
し
て

50
年
。
火
災
予
防
運
動
と
併
せ
て
防
火
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
（
雨
天
中
止
）

場
所　

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
南
駐
車
場

内
容　

消
防
車
・
救
急
車
の
展
示
、
は
し
ご

　
　
　

車
乗
車
体
験
、
子
ど
も
用
防
火
服
を

　
　
　

着
て
写
真
撮
影
な
ど

※
は
し
ご
車
乗
車
体
験
は
安
全
の
た
め
、
身

　

長
１
２
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
人
で
、

先
着
30
組
。
当
日
午
前
10
時
か
ら
整
理
券
配

布
。

※
災
害
発
生
時
、
は
し
ご
車
が
会
場
か
ら
出

　

場
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防

　

課　

☎
�
１
１
２
４

　

介
護
関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
、
個
別
ブ
ー

ス
で
面
接
会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
事
業
所
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長

野
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日
（
火
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
２
階
大
会

　
　
　

議
室（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７
‐
２
）

※
当
日
は
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

☎
�
３
０
８
１

　

http://osaka-hellow
ork.jsite.m

hlw
.

　
go.jp/list/nagano.htm

l
　

防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
富
田
林
市
消

防
本
部
と
防
火
協
会
が
「
火
の
用
心
」
を
呼

び
か
け
る
た
め
、管
内
（
富
田
林
市
・
河
南
町
・

太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
５
３
点
の
応
募
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
２
点
、
入
賞
・
入
選
73
点
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
藤
井
爽
さ
ん

（
小
金
台
小
学
校
５
年
生
）
と
佐
藤
駿
さ
ん

（
第
三
中
学
校
２
年
生
）
の
作
品
で
、
こ
の

２
点
を「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」の
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
採
用
し
、
公
共
施
設
や
事
業
所
な
ど

に
掲
示
し
ま
す
。

○
最
優
秀
賞

藤
井
爽
さ
ん
（
小
金
台
小
学
校
５
年
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防

　

課　

☎
�
１
１
２
４

佐藤駿さん

（第三中学校２年）

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に
ご
協
力
を

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
・

防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

介
護
就
職
デ
イ

防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
・
入
選
作
品
決
定
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ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

　

ミ
ツ
ロ
ウ
で
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
を
つ
く
り

ま
す
。
お
肌
の
ケ
ア
に
。

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
11
時
～
正
午

定
員　

８
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

費
用　

２
千
円

講
師　

相
神　

ゆ
り
氏

○
木
彫
り
の
申
に
挑
戦

　

楠
を
彫
り
だ
し
て
干
支
の
申
を
つ
く
り
ま

す
。
木
目
を
生
か
し
て
彩
色
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

定
員　

10
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装

費
用　

３
３
０
０
円

講
師　

橋
本　

康
彦
氏

○
カ
ー
ド
ワ
ー
ク
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

カ
ー
ド
の
四
隅
に
通
し
た
糸
を
か
ら
め
て

色
々
な
模
様
を
織
り
だ
し
ま
す
。
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

日
時　

11
月
23
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

定
員　

10
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ベ
ル
ト

費
用　

３
８
０
０
円

講
師　

北
川　

晶
子
氏

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８
‐
５
）

受
付　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
～

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

　

☎
�
０
０
９
０

　

11
月
は
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

月
間
で
す
。

　
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
や
違
法
な
薬
物
は
買

わ
な
い
。
使
わ
な
い
。
か
か
わ
ら
な
い
。

　

違
法
な
薬
物
は
「
簡
単
に
や
せ
ら
れ
る
薬

が
あ
る
よ
」「
気
分
が
楽
に
な
る
よ
い
も
の

が
あ
る
よ
」
と
危
険
性
を
隠
し
て
、
あ
た
か

も
「
安
全
」
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
顔

を
し
て
近
づ
い
て
き
ま
す
。

　

ま
た
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
は
、
麻
薬
や
覚

せ
い
剤
と
同
様
に
大
変
危
険
で
す
。
決
し
て

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
藤
井
寺
保
健
所
薬
事
課

　

☎
０
７
２
（
９
５
２
）
６
１
６
５

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、
府
民

一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切
に
す
る
」「
思

い
や
る
」「
感
謝
す
る
」「
努
力
す
る
」「
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
」
な
ど
、
時
代
や
社
会

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
『
５
つ
の
こ
こ
ろ
』
を

見
つ
め
直
し
、「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
な
ど

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
呼
び

か
け
る
運
動
で
す
。

　

11
月
１
日
（
日
）・
３
日
（
祝
）
に
大
阪

府
咲
洲
庁
舎
で
「
咲
洲
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」

が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
を
開
催
し
ま

す
。
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務

　

局
教
育
総
務
企
画
課

　

☎
06
（
６
９
４
４
）
８
０
４
２

　

http://kokoro-saisei.jp/

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
皆
さ
ん
と
そ
れ
ぞ

れ
の
「
色
」
で
つ
く
り
あ
げ
る
大
学
祭
に
し

た
い
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
「
色
」
～
ｏ
ｎ

ｅ
～
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
来
場
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
ビ
ン
ゴ
大
会
・
作
品
展
示
・
ク
ラ
ブ

団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
模
擬
店
な

ど
、た
く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
１
日
（
日
）
～
３
日
（
祝
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
四
天
王
寺
大
学
学
生
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２
（
９
５
６
）
９
９
５
６

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間
で
す
！

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

第
56
回
四
天
王
寺
大
学
大
学
祭

（
Ｉ
Ｂ
Ｕ
祭
）
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　１００歳の誕生日を迎えられた東條　美代子さん、土井　八重子さん
を松本村長が訪問し、ご長寿のお祝いを贈呈しました。
　村長の訪問を受けたお２人は穏やかな表情で喜んでおられました。

　川野邊地区では、伝統文化の承継や世代間交流、交
流人口の増加を図り、地域の活性化および活発なコ
ミュニティ活動を推進するため、地車水引幕や長胴太
鼓などを購入・修理しました。
　この事業は、宝くじの普及広報事業の受託事業収入
を財源とする一般財団法人自治総合センターのコミュ
ニティ助成金を受けて購入・修理しました。

〈問い合わせ〉まちづくり課

空手道大会

　９月１３日、Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナで第 33 回Ｂ
＆Ｇ会長杯空手道大会兼小野派糸東流千早赤阪村空手道大
会が行われました。村から出場した選手の主な結果は次の
とおりです。
形試合　　　　一般有段の部　　優勝　　　森部　竜平
            中学生４級以下の部　　準優勝　　笹田　思実
                  小学生有段の部　　準優勝　　山畑　苺香
            小学生６・７級の部　　準優勝　　笹田　夕姫
                           幼児の部　　第３位　　樋口　学
組手試合　　　一般組手の部　　優勝　　　沼田　挙悟
　　　　　一般女子段外の部　　準優勝　　本山　亮子
               一般男子段外の部　　準優勝　　原　　公平
            小学生女子４年の部　　第３位　　樋口　玖海
      小学生女子１・２年の部　　第３位　　木ノ本ゆう　

１００歳おめでとうございます

⇦
東
條　

美
代
子
さ
ん

　
（
６
月
29
日
生
ま
れ
）

がんばりました

宝くじ助成事業

⇨
土
井　

八
重
子
さ
ん

　
（
10
月
５
日
生
ま
れ
）
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東阪 おおはし　まみ　ちゃん
（大橋　マミ）
　平成２６年８月２１日生まれ　

我が家に産まれて来てくれてありがとう！
元気に笑顔が絶えない子に育ってくれることを願って
るよ。
　　　　　　　　　　　父・昌嗣さん　母・マキさん

青
春
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
288

・ 近況は・・・
　桃山学院大学に通っています。
高校の英語教員を目指して入学しましたが、授業を受
けていくうちに考えが変わってきて、今は音楽関係で
将来働けたらなぁと、ぼんやりとですが考え始めたと
ころです。
・ 趣味は・・・
　歌うことと、楽器演奏です。
　歌は物心がついたころから大好きで、小学３年から
中学３年まで合唱団に入っていました。今は大学のア
カペラサークルで歌っています。中学の吹奏楽部で始
めたトランペットは高校３年の春から河内長野市の社
会人吹奏楽団に入って、今も続けています。
・ 夢は・・・
　一番の理想は、音楽で食べていくことですが、なか
なか難しいので（笑）
　今は、そういう人たちを支える仕事ができたらいい
かなぁと思っています。
　あとは、結婚することです！（笑）
・ 最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達と旅行に行ったことです。
　名所めぐりやおいしい食べ物をたくさん食べたり、
買い物をしたり、写真をいっぱい撮って楽しみました。
・思い出のアルバムから・・・

小吹  栗﨑　遥 さん

 Kurisaki     Haruka

　　　＜１９歳　　うお座＞

・ 千早赤阪村について・・・
　自然豊かで、空気もきれいで星がきれいに見えると
ころが好きです。
　交通の便はもう少しだけよくなればうれしいです。
・ 次号は・・・
　小・中学校の同級生の成山沙也夏さんです。
・ 成山さんへメッセージを・・・
　家近いし、また遊ぼうねー！

　災害発生時に道路が寸断され、千早地区が孤立する
恐れがあります。けが人や物資などの搬送のためのヘ
リポートを確保する必要があることから、金剛登山道
第２駐車場の使用について大阪府に依頼し、10 月１
日付で使用できるようになりました。

災害時に臨時ヘリポートが
使用できるようになりました

４歳のとき、スキー板を

買ってもらったものの、

こけてばかりだったのを

覚えています。
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人 の 動 き

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
まちづくり課

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課　☎� 0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）

河南町住民生活課☎�２５００
太子町住民人権グループ☎�５５１５
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

相 　 　 談
心配ごと 11月5日（木）・12 月3 日（木）

児　 童 11月5日（木）・12 月3 日（木）

行 政 11月5日（木）・12 月3 日（木）

各地区ミゼット車 11 月 17 日（火）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉、
桐山、小吹、吉年 11 月 27 日（金）予定

千早、東阪、中津原 11 月 30 日（月）予定

も え る ご み
（火・金曜日）

11 月 3 日（火）・
 6 日（金）・10 日（火）
13 日（金）・17 日（火）
20 日（金）・24 日（火）
27 日（金）
 12 月1 日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

 11 月 4 日（水）
 12 月 2 日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

11 月 12 日（木）
　 26 日（木） 

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）  11 月 19 日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日）  11 月 25 日（水）

　　総人口　5,639 人（− 9）
 　　  男      2,689 人（± 0）
　　   女   　2,950 人（− 9）
　　世帯数　2,345 戸（− 2）
 9 月末日現在、（　）は対前月比

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科 
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎� 1333
富田林市向陽台１─ ３ ─ 38
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１─ ３ ─ 36
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓ 9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃ 7119 または☎ 06（6582）7119
24 時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃ 8000 または☎ 06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎ 06（6693）1199
24 時間対応（１年中）

「 こ ど も の 救 急 」 ホ ー ム ペ ー ジ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo-qq.jp/

・村国保診療所　水分 195-1（保健センター内）☎� 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時 30 分～６時 30 分
・村国保千早診療所　 千早 184-1　☎� 0240
　午後診   （火・金）　午後２時～４時

健康診査&相談など

休日・夜間の医療機関など
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種　類 月　日 受　付 対　象 

健
診

4 か月児健康診査
11月25日（水）

午後 1 時〜 1 時 10 分 平成 27 年 6・7 月生

1 歳児健康診査 午後 1 時 15 分〜 25 分 平成 26 年 10･11 月生

広
場

のびのびげんきひろば 
（ａｉげんきの出張ひろば）

11 月 2 日・9 日・
16 日・30 日・

12 月 7 日（月）・
11 月 24 日（火）

午前 10 時
　　〜 11 時 30 分

就学前の乳幼児と
　保護者

あかちゃん広場
（交流会・遊び・相談）11 月 16 日（月）午前 10 時

　　  〜 11 時 30 分
0 ～ 1 歳ごろまでの 

 乳幼児と保護者　

相
談

無料弁護士相談・ 
保健師こころの相談 11 月 13 日（金）

午後 2 時～
（要予約、１人 30 分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題
など法律相談を希望す

る人 
( 同日に身体やこころの

相談も行います )

保健師による健康
相談（電話・来庁）11月24日（火）午前 10 時〜正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健康栄養相談 11月20日（金）午後 1 時 30 分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を 
改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☎︎
�
０
０
６
９

保
健
セ
ン
タ
ー

村国保診療所の診療時間について


